
〒700-0807 岡山市北区南方２丁目１３-１
TEL ０８６(２２６)１０１９（２０10.5月発行）

消費生活に関するご相談は

●岡山県消費生活相談ダイヤル
　 岡　　山……086（226）0999  火曜日～日曜日 9:00～12:00・13:00～17:00
　 津山分室……0868（23）1247  月曜日～金曜日 9:00～12:00・13:00～17:00
●消費のアドバイス　山陽新聞　毎月第3日曜日掲載（変更される場合があります。）

C ON T E N T S

　引っ越しシーズンを迎え、賃貸住宅を退去する際の
敷金をめぐってのトラブルが多発しています。敷金と
は、家賃の滞納や過失による物件の破損などに対する
修復費用を保証するために、貸し主に預けているお金
です。つまり、借り主に家賃の未払いや不注意による
破損などがなければ返還されるべきお金です。一方、
賃貸借契約の終了後、借り主は元の状態に戻して建物
を明け渡す「原状回復」の義務があります。ほとんど
の場合、この「原状回復」をめぐり、貸し主と借り主
の間で揉めるようです。その判断の目安となるのが、
国土交通省が定めた「原状回復をめぐるトラブルとガ
イドライン」です。このガイドラインには法的な強制
力はありませんが、「原状回復」の考え方の指針となっ
ています。それによれば「原状回復」とは、借りた当
時の状態に戻すということでなく、借り主が故意や不
注意、そのほか通常でない使い方をしたために壊した
り傷つけたりしたものを元に戻すことをいいます。例
えば、引っ越し作業でついたキズ、日常の手入れを怠っ
たことにより発生した壁や浴室等のカビ、たばこによ

る畳の焼けこげなどにかかる修繕費は借り主が支払わ
なければなりませんが、日焼けによる畳や壁の変色な
ど時の経過とともに自然に変化したものやテレビや冷
蔵庫の設置による床のへこみなど通常の使用によるも
のは借り主が負担する必要はないことになっています。
　今回の相談では、畳やふすまの変色は、時間の経過
によるものであり、そのような損耗による修繕費は毎
月の家賃に含まれていると考えられることから、敷金
の返還交渉をするよう助言し、話し合いで解決できな
い場合は、少額訴訟制度を利用する方法もあることを
説明しました。
　このようなトラブルを防止するためには、契約する
時には、契約書をよく読み、退去時の原状回復や敷金
の精算についてよく確認することが大切です。また、
入居する際に傷やよごれなど気付いた点があれば必ず
その場で家主に立ち会ってもらい、写真を撮るなどし
て記録を残しておきましょう。退去する際にはそれを
元に、入居時からあったかどうか確認するとよいで
しょう。

「敷金は返還しないと言われたが」
　今春、大学を卒業し、4年間住んだ賃貸アパートを退去しました。家賃の
2ヶ月分の12万円の敷金を払っていましたが、「畳やふすまが日焼けしており
取り替える費用が15万かかるので、敷金は返還できない、不足分を支払っ
てほしい」と大家から言われました。普通に使っていたのに支払わなければ
ならないのでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　（岡山市・女性）

消費者へのアドバイス消費者へのアドバイス

●第 5 回岡山県消費者被害撲滅県民
大会のご案内

●平成22年度消費生活講座のご案内

●県庁消費生活担当課の変更

●平成22年度多重債務無料法律相談
会のご案内

●消費生活相談事例

●ビデオ・ＤＶＤライブラリー

岡山県消費生活センター消費生活　相談事例

第5回 岡山県消費者被害撲滅県民大会のご案内第5回 岡山県消費者被害撲滅県民大会のご案内
　架空請求や悪質な訪問販売等による消費者被害の発生は後を絶たず、その手口は多様化・巧妙化する一方です。消
費者被害を未然に防止するためには、消費者自らが悪質商法や契約に関する知識を身につけ、「自分は被害に遭わな
いぞ」という意識を常に強く持って生活していただくことが何より重要です。
　そこで、消費者被害の未然防止を目的に「第5回岡山県消費者被害撲滅県民大会」を開催します。当日は、椙山女
学園大学現代マネジメント学部教授で消費者教育の分野で幅広く活躍されている東珠実さんをお招きしての講演会等
を行います。
　高齢者を消費者被害から守るためにはどうしたらよいのか、高齢者の方はもちろんですが、高齢者の周りの方々に
も聞いていただきたいと思いますので、ぜひご参加ください。

隔月発行
5
2010

月号

1 開催日時 平成22年5月26日（水）13：30～ 16：00

2 開催場所 岡山衛生会館  三木記念ホール（岡山市中区古京町）

3 主　　催 岡山県、岡山県教育委員会、岡山県警察本部

4 定　　員 600名　　　　5 参 加 料　  無　料

6 申 込 先 県庁くらし安全安心課（氏名、年齢、人数、連絡先をご連絡ください）
 　　TEL(086)226‒7346　　FAX(086)225‒9151
7 申込期限 平成22年5月20日（木）

8 主な内容 ●岡山県消費者活動功労者表彰
 ●基調講演　東 　 珠 実 氏（椙山女学園大学現代マネジメント学部教授）
 　　　　　　　「高齢者を消費者被害から守るために」
 　　　　　　　　　　～ 自立と見守りの消費者力を育む ～

消費生活ビデオ・ＤＶＤライブラリー

発行：東京都消費生活総合センター

＊貸出については、当センターへお申し出ください。　TEL（086）226－1019
＊ビデオ・DVDライブラリーの在庫については、当センターのホームページをご覧ください。

18分 一般向け

ビデオ・DVDライブラリーに、次のDVDが加わりました。

　近年、家庭内での製品による事故やけがが増えています。
　製品の機能が高度化し便利になった反面、取扱いが複雑になり、誤った使い方や不注意による事故が多く
なってきています。家庭内で見落としがちな危険や正しい製品情報を知って事故を防ぎ、より安全な生活に
役立ててください。

「暮らしの製品安全知識」

http://www.pref.okayama.jp/seikatsu/syohi/koho/index.html


